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7 月 5 日、上小地区のアユつりか'~Jlr<たになりました 。 朝 6 時の花火を介図に、いっせいに太公望たち は
川に入りましたが、中には、午前 3JI寺ころから来ていたという熱心な県外ファンもいて、例年どお りのに
きやかなつり風景となリーました。 今年は、椎アユの放流が遅かったため 11'1三年よリ一週間遅い解然 とな り
ましたが、アユの成育は順調のようです。
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い
ま
ち
に
し
ま
す
。

市民と市長の日

「市民と 市長の臼」を 8月 1日幽
午前 9時から午後 4時まで、 市役
所 3階市長室で行います。お気軽
におでかけください。

農地問題相談日
「農地問題相談」を 8月 1日倒午

前 8時30分から午後 5時まで、市
役所 2階農業委員会事務局で行い

ます。 お気軽におでかけください。
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暴走族追放の宣言など可決
補正予算 8億4820万円
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六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
十

一
日

か
ら
二

十
六
日
ま

で、

十
六
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
市
議
会
で

は
、
「
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
案
」
、
「
昭
和
五
十
五
年
度
上
田
市
一

附
会
計
補
正
予
算
案
」
、

「
暴
走
族
追
放
に
関
す
る
宣
言」

な
ど

三
十
七
議
案
が
審
議
さ

れ
、
全
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

『

i

一
般
会
計

一
補
正
予
算
の

一

主
な
内
容

V
総
務
費

'N
治
会
共
同
集
会
地
誌
の
新
改
築
五

十

一
件
、
同
倣
地
購
入
四
件
の
補
助
金

を
は
じ
め
、
防
犯
灯
の
新
設
七
十
九
件
、

掲
示
級
新
設
十
件
の
補
助
金
な
ど
、
総

務
貨
は
二
千
四
有
十
九
万
八
千
円
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
集
会
地
設
の
新

築
に
対
す
る
制
助
限
度
傾
を
五
百
万
円

客員

390万8千円

6月議会で決まった55年度予算

，一一一一一一
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官民
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円教飴
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は動
一 閃
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千 'It
ー の
丙 寅
凹ぃ

十 E千
万え
九 な
千ど

52{意6，351万 1千円

に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
集
会
胞
訟

を
持
た
な
い
向
治
会
に
対
す
る
集
会
地

設
の
新
築
に
つ
い
て
、
工
事
資

一
千
万

円
未
満
に
は

M
b」
柿
助
す
る
な
ど
、
住

民
負
刊
の
粁
減
を
図
り
ま
す
。

V
民
生
費

旧
母
子
鴨
川
の
跡
地
と
現
在
の
身
障
者

住
宅
を
取
壊
し
た
跡
地
に
、
生
活
し
や

す
く
明
る
い
機
能
的
な
一
般
身
障
者
用

住
宅
四
戸
、
山
下
イ
ス
身
障
者
用
三
戸
を

建
設
。
こ
の
ほ
か
、
点
字
図
書
館
の
書

架
電
動
化
工
事
追
加
分
、
豊
川
似
地
区
保

有
向
児
の
送
迎
用
マ
イ
ク
ロ
ハ
ス
消
入

制
助
な
と
、
民
生
費
は
四
千
六
百
五
十

万
九
千
円
。

V
衛
生
費

増
設
さ
れ
る
上
町
市
霊
岡
三
百
区
両

め
造
成
工
事
費
、
新
築
中
の
保
他
セ
ン

タ
ー
の
備
品
購
入
な
ど
、
衛
生
費
は
三

千
六
百
十
六
万
円
。

V
農
林
水
産
業
費

転
作
促
進
特
別
対
策
事
業
と
し
て
、

神
科
北
部
お
よ
び
午
過
地
区
に
対
し
、

研
修
集
会
地
誌
各

一
棟
の
制
助
金
。
ま

た
、
上
不
山
口
地
区
の
麦
・
大
一旦
な
ど
生

産
保
興
対
策
事
業
を
、
山
間
地
転
作
特

別
対
策
事
業
と
し
て
、
農
業
振
興
作
H

か

ら
農
地
質

へ
の
組
持、
ぇ
。

L: ... 
Zエ

V
上
田
市
霊
園
条
例
の
一
部
改
正

こ
の
た
び
、
従
米
の
市
盛
岡

の
東
隣
接

地
に一て十
円
区
間

めが一車
問
が
造
成
さ
れ
、

七
月
末
に
完
成
の
運
び
と
な
り
ま

~ 

F 

通園周の新しいマイクロパスが豊殿保育園に・・・・・これでお母さんも安心です。
(漆戸地区で)

資
業
振
興
で
は
、
新
規
省
エ
ネ
対
策

と
し
て
、
オ
ン
ト
ル
式
に
よ
る
飼
育
地

誌
の
展
示
事
業
を
実
施
。

土
地
改
良
関
係
の
工
事
費
で
は
、
団

体
常
た
め
池
等
特
例
、
非
川
州
肋
十
地
改

良
む
ど
。
ま
た
、
県
営
・
同
ル
陣
営

の
各

師
事
業
負
制
一金
、
制
助
金
の
ほ
か
、
か

ん
ば
い
、
民
免
道
路
、
は
場
料
ん
備
、
良

道
、
水
路
な
ど
の
控
怖
を
進
め
、
内
M

林

水
産
業
費
は

一
億
四
千
四
百
二
十
六
万

五
千
円
。

V
商
工
費

下
道
お
よ
び
仲
町

め一一一
十
灯
に
対
す

る
商
工
振
興
会
め
装
飾
灯
同
建
設
耐
助
金

.，
 る

た
め
、
大
企
業
の
農
業
分
野
へ
の

進
出
と
商
社
に
よ
る
良
夜
産
物
開
発

輸
入
を
法
的
に
規
制
さ
れ
た
い

。

る
が
、
政
府
は
転
作
作
物
の
側
約
安

定
対
策
、
転
作
奨
励
納
助
金
な
ど
を

広
本
と
し
た
必
盤
整
備
や
排
水
対
策



r1. 
'i-

暴

戸li1 819 819 号、

h 

叫

I
qは
η

V
土
木
賞

打

H
，州
hva
wm-
・
1
人
H
U
仲
腕
歩
迫
化
叫
前

r

小
.
卜
.
川
λγ
・J必
跨
切
し
〆
断
.ー
ィ
ド
↑
-
か

部

所
.

J
小

-UM内
細

川

似

M
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小
村
桁
取
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一

道

路

な
ど
の
道
路
情
り

ょ
う
問
係
め
は

一

か
、
仙
時
下
た
で
は
秋
和
上
堀
線
の
追

一

川
分

ハμ

公
川
小
什
来
て
は
、
球
中
山
部
公
同
用
地

m
w
代
、
ハ
欽
…
運
動
公
川
総
A
H
体
行
館
の
迫

山

一
加
分
な
と
、
上
水
仰
H

は
二
億
八
千
八
百

仰
引
五
十
川
万
:・
下
円
。

附

m
J
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V

教
育
費

一

小
校
給
食
調
即
日
場
姐
訟
に
作

っ
て、

子
配
送
一
給
食
の
受
入

n新
設
に
一一
J

校
分
、

f
乍
校
給
食
調
理
坊
の
排
水
処
理
設
備
工

‘え

が
校
、
調
即
日
機
株
、
巡
搬
用
内
動
引
な

、つ

ど
の
仙
品
川
一
加
分
。

報

社
会
教
打
倒
係
で
は
、
問
造
改
持
事

-
h

た
に
山
川
、っ
問
ぬ
文
化
財
緊
急
発
掘
調
古
代
、

寸

上
川
城
の
・

vmr引
い
川
改
修
事
業
、
図
書
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一
一
六
月
定
例
市
議
会
で
、
同
定
資
産
評

一
…
価
審
脊
委
円
以
に
、
山
浦
雌

一
き
ん
が
選

ル
…
仔
さ
れ
ま
し
た
。

6月i

v
l
mリ

館
用
品
作
践
例
弘行
飯
山
ド
の
買
い
伴
え
な
ど

教
山
口
代
川

口1
M

a

位
九
千

-打
開
イ
万
九
千

円

| 王
| な
|制条
定例
.の
改
正

V
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

国
民
他
康
保
険
運
営
協
議
会
か
ら
の

報
管
を
野
章
一し
、
保
険
税
率
、
課
税
限

度
制
な
ど
を
引
き
上
げ
る
改
正
を
し
ま

し
た
。

保
険
税
の
税
率
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
、
昭
和
五
十
一
年
に
改
正
を
し
て
以

来
、
今
日
ま
で
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

医
療
費
が
巡
次
増
大
す
る
な
ど
諸
般
の

状
況
に
よ
り
、
こ
の
財
源
を
保
険
税
に

求
め
さ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回

改
正
し
た
も
の
で
す
。

前
打
者
の
半
田
栄

一
き
ん
に
は
、
長

い
間
お
勤
め
き
れ
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

〈
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
〉

山
浦
慌

一
さ
ん

(五
十
五
歳
、
常
田

一一
!
二
三
|

一
九
)

〈
略
歴
〉

満
洲
国
立
大
学
ハ
ル
ビ
ン
学
院
卒
業
、

上
田
信
用
金
庫
代
表
理
事

・
常
務
、
上

聞
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
、
日
本
ロ

シ
ヤ
文
学
会
会
員
。

た産
振
興
対
策
事
業
を
、
山
問
地
転
作
特

別
対
策
事
業
と
し
て
、

内M
業
振
興
代
か

ら
民
地
代

へ
の

組
依円、
ぇ

守
上
田
市
霊
園
条
例
の

一
部
改
正

こ
の
た
び
、

従
来

の
霊
閃
の
東
隣
接

地
に-て
行
灰一一
向
の
古
川
が
造
成
さ
れ
、

七
月
本
に
ん
心
成
め
一
地
び
と
な
り
ま
し
た

今
問
、・
こ

の
新
し

い
霊
問
の
永
代
使

用
料
な
ど
を
定
め

る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

x.c. 
思、

見

量主
Eヨ

六
月
定
例
市
議
会
で
は
、
次
の
意
見

書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
食
精
自
給
力
強
化
政
策
の
確
立
及

び
昭
和
五
十
五
年
産
米
・
麦
の
政
府
買

入
れ
価
格
引
上
げ
に
関
す
る
意
見
書
」

最
近
に
お
け
る
わ
が
国
の
農
業
は
、

輸
入
農
畜
産
物
に
よ
る
外
圧
と
水
回
利

用
再
編
対
策
な
ど
に
よ
る
生
産
調
艶
の

強
化
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い

環
境
に
お
か
れ
て
い
る
。

よ

っ
て
政
府
は
、

こ
う
し
た
厳
し
い

情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
次
の
事
項
の

実
現
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
実
行
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
討
す
る
。

①
政
府
は
、
早
急
に
実
効
の
あ
が
る
食

附
自
給
力
強
化
政
策
を
確
立
さ
れ
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
外
国
農
畜
産

物
の
輸
入
を
計
画
的
に
削
減
し
、
食

糧
自
給
率
の
向
上
を
は
か
る
国
内
体

制
の
確
立
を
は
か
ら
れ
た
い
。

②
日
本
農
業
と
農
業
者
の
営
農
権
を
守

体
営
た
め
池
等
鰐
術
、
非
補
助
土
地
改

良
む
と

U

ま
た
、
県
営

・
同
体
営
の
各

何
事
業
品川
村
刊
金
、

Mm
助
金
の
ほ
か
、
か

•• る
た
め
、
大
企
業
の
農
業
分
針

へ
の

進
出
と
商
社
に
よ
る
良
市
産
物
開
発

輸
入
を
法
的
に
胤
制
さ
れ
た
い

③
食
料
政
策

に
対
す
る
国
民
的
合
意
を

は
か
る
た
め
、
政
府
は
良
市
産
物
需

給
の
中
・
長
期
計
画
を
設
定
し
、
農

玄
旧
産
物
情
一向
給
調
繋
と
日
本
型
食
生
活

へ
の
誘
導
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い

。

④
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
大
規
模
な
転

作
目
標
面
桁
の
上
乗
せ
が
予
想
さ
れ

川トペ
aj
f
け
勺

4-----a 

ae'=

・・

V
商
工
費

下
道
お
よ
び
仲
間
的
三
十
灯
に
対
す

る
商
工
振
興
会
め
装
飾
灯
建

A
補
助
今
-

る
か
、
政
府
は
転
作
作
物
の
価
絡
安

定
対
策
、
転
作
奨
励
納
助
金
な
ど
を

爪
本
と
し
た
ぷ

mm拙
軍
備
や
排
水
対
策

事
業
の
強
化
な
ど
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑤
昭
和
五
十
五
年
産
米
の
政
府
買
入
れ

価
格
は
、

一
俵
六
十
勾
当
た
り

一
万

九
千
七
百
六
十
九
円
に
、
ま
た
麦
の

政
府
買
入
れ
価
格
は
、
そ
の
生
産
振

興
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
引
上
げ
ら
れ

た
し

。

♂

t' 込議主主ニ I

11月完成をめざし南庁舎を建設中(完成予想図)現在の市役所横に、
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家族・地域ぐるみで

主蓑霊難題随喜三

6
月
市
議
会
で
追
放
宣
言

一
般
市
民
に
危
険
と
迷
惑
を
お
よ
ぼ

し
て
い
る
暴
走
族
:
:
:
。
こ
の
暴
走
族

を
市
民
総
ぐ
る
み
で
追
放
し
よ
う
と
、

「
暴
走
族
追
放
に
関
す
る
宣
言
」
を
、

六
月
定
例
市
議
会
で
決
議
し
ま
し
た
。

5 
グ

116 )レ
名 l

.をフ
j確
:認

上
回
警
察
署
管
内
で
確
認
き
れ
て
い

る
暴
走
族
の
数
は
、
五
ク
ル
ー
プ
、
百

十
六
名
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
現
在
組
織

化
を
図
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
構
成
員
は
八
十
二
名
が

少
年
で
、
こ
の
う
ち
高
校
生
が
四
十
七

名
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、

三
月
二
十
一
日
に
は
、
四
十

_~ 819 号一一(駒郡総)一一一広報う
r一 一一ー一一一一一1
1暴走族追放に関する宣言!

| 上田市は，明るく住みよい街づ i
i <りの一環と して， 交通安全対策 1

1四一一口り組んできた。 i
E しかしながら，交通ルールを無 i
i視し，集団で暴走行為を行う暴走 1

1族が出現し，一般市民に危険と迷 j

i惑を及ほし

!べきことで

j これらの

jでは，市民

|市民総くる

|言する。

! 昭和55年

~~=~ーー

え
号~

819 

*
l
古
代
文
化

第

三
台
の
車
両
と
六
十
二
名
の
者
が
「
上

田
市
民
の
森
」
へ
集
結
し
、
新
た
な
暴

走
族
を
結
集
し
よ
う
と
し
て
補
導
き
れ

る
な
ど
、
上
田
市
に
お
い
て
も
暴
走
族

の
動
き
が
骨
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
が
あ
け
る
と
、
一
層
活

発
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

暴

;社震
玉は

;的
j問
;題

暴
走
族
を
単
な
る
車
好
き
の
は
ね
あ

が
り
集
団
だ
と
片
付
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
「
社
会
的
問
題
」
と
ま
で
い
わ
れ

て
い
る
の
は
、
次
の
事
柄
に
よ
る
か
ら

で
す
。

①
暴
走
族
の
多
く
が
少
年
で
あ
る
こ
と
。

し
か
も
、
高
校
生
な
ど
の
学
生
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
、
え
る
と
、

青
少
年
の
将
来
や
健
全
育
成
の
立
場

か
ら
放
置
で
き
ま
せ
ん
。

②
暴
走
行
為
や
暴
力
事
件
そ
の
も
の

が
集
団
化
、
広
域
化
し
て
お
り
、
し

か
も
青
少
年
の
グ
ル
ー
プ
集
団
と
い

う
暴
走
族
の
特
殊
性
、
群
衆
心
理
、

無
分
別
な
ど
か
ら
思
わ
ぬ
事
犯
に
発

展
し
て
い
ま
す
。

③
暴
走
行
為
や
暴
力
事
犯
の
多
く
は
、

唱
を
利
用
し
た
ス
ピ
ー
ド
集
団
事
犯

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
極
め
て
危
険
性

国
分
寺
史
跡
八
ム
圏
内
に
建
設
さ
れ
て

い
た
「
上
田
市
立
信
濃
国
分
寺
資
料
館
」

が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
七
月

ー‘
先月、無免許の男女 2人乗りオートパイが暴走中、誤ってマイ
クロパスに衝突、現在は植物人間的生活をしている 。

が
高
く
、
殺
人
、
ひ
き
逃
げ
、
傷
害

事
件
な
ど
一
般
人
を
含
め
多
く
の
被

害
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

④
家
庭
に
も
問
題
が
あ
り
、
保
護
者
の
放

任
や
過
保
必
、
対
話
の
不
足
な
ど
か

ら
、
脱
線
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
家
族
ぐ

る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
運
動
が
な
け

れ
ば
、
暴
走
族
を
追
放
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ど
う
か
次
の
こ
と
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
子
ど
も
に
安
易
な
ボ
の
与
え
い
刀
を
し

十日

O
L

。

O

「
暴
走
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
に

行
か
せ
な
い
」
を
徹
底
す
る
。

O
暴
走
族
を
厳
し
く
監
視
し
、
暴
走
す

る
棋
を
見
た
時
は
、
直
ち
に
一
一

O

番
す
る

走し
すて七

.るき HI : ナ : 事た イキ
を暴祭 t-
厳走事号 日古;一
重族で J.E.り

M l(:t 
そ土塁:110 

1民2;番
ま様化

す
。
特
に
、

二
階
に
は
常
設
展
示
宅
、

特
別
展
示
率
、
閲
覧
手
、
議
堂
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
常
設
展
示
立
、
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くりのー環

及び安全思

り組んでき

しかし右

視し，集E
族が出現l
惑を及ぼl
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これら

では，市

市民総ぐ
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③
暴
走
行
為
や
暴
力
事
犯
の
多
く
は

車
を
利
用
し
た
ス
ピ
ー
ド
集
団
事
犯

で
あ
る

こ
と

か
ら
、
極
め
て
危
険
性

国
分
寺
史
跡
公
圏
内
に
建
設
さ
れ
て

い
た
「
上
田
市
立
信
濃
国
分
寺
資
料
館
」

が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
七
月

一
日
に
は
、
開
館
式
か
行
わ
れ
、
三
日

か
ら
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
料
館
は
、
市
内
よ
田
原
の
山

浦
国
嗣
き
ん
か
ら
の
ご
寄
付
を
基
金
と

し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
国
分
寺
関

係
の
資
料
館
と
し
て
は
、
全
国
で
初
め

て
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

七
月

一
日
の
開
館
式
は
、
石
井
市
長

は
じ
め
、
山
浦
ご
夫
妻
な
ど
関
係
者
約

百
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

で
は
、
石
井
市
長
の
あ
い
さ
つ
、
山
浦

国
嗣
翁

・
胸
像

の
除
幕
式
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
後
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
貴
重

な
出
土
品
や
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る

館
内
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

信濃国介寺資料館全景

8
つ
の
テ
ー
マ

ψ

て

古
代
史
を
紹
介

資
料
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
で
、
地
下

一
階
、
地
上
二
階
の
切
妻

屋
根
で
す
。
外
装
は
、
緑
の
多
い
史
跡

公
聞
に
ふ
さ
わ
し
く
、
自
に
統
一
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
下
は
機
械
室
、

一
階
は
資
料
の
集
収

と
収
蔵
を
す
る
設
備

が
あ
り
、
二
階
は
一

般
入
館
者
の
観
覧
や

学
習
、
研
究
な
ど
の

設
備
を
備
、
え
て
い
ま

上
回
凶
行
察
署
で
は
、
凶
悪
、
組

し
て
き
だ
暴
走
族
を
な
く
す
た
め
、
暴

走
す
る
車
を
厳
重
に
取
り
締
っ
て
い
ま

.，
 

EE--E
・E・-EEE---EE
・E
・-E
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・E

・

a-
す
。
特
に
、
二
階
に
は
常
設
展
示
室
、

特
別
展
示
室
、
閲
覧
室
、
講
堂
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
常
設
展
示
室
に
は
、
上
田

地
方
の
古
代
史
が
理
解
で
き
る
よ
う
、

原
始
時
代
i
平
安
時
代
を
狩
猟
の
時
代
、

土
器
の
は
じ
ま
り
な
ど
八
つ
の
テ

1
7

に
分
け
、
出
土
造
物
や
模
型
、
ス
ラ
イ

ド
、
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
で
説
明
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
こ
の
資
料
館
の
開
館
時
間
な

ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

開
館
時
間
・
・
・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
。

休
館
日
・
水
曜
日
と
祝
日
(
祝
日
が
水

曜
に
あ
た
る
日
は
、
翌
日
も
休
館
)

入
館
料
・
:
下
表
の
と
お
り
で
す
。

信iI国分寺資料館入場料表

般 :子品ゑ4 生 な と

区分 高校以上の学生 小・中
団 体 学校の

個人
(30人以上)

(団30人以上体) 

児干jt，

個人 生徒

観覧料 100円 1人につき 1人につき
50円80円 80円 50円

※教級貝が引率する小・中学校の児'Iit，生徒の団体'i無料です

古
代
文
化

=

発
祥
の
地
に

‘ロビーに飾られている

山浦翁胸像

V石井市長(右端)の案内で

館内を観覧する山浦夫妻
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家
庭
で
実
行
で
き
る

? 
夏
の
省
エ

ネ
ル
ギ

i

い
ま
、
国
を
あ
げ
て
七
%
の
石
油
消

費
節
約
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ

ん
よ
く
'
」
存
じ
め
通
り
で
す
。

例
年
獄
暑
の
夏
は
、
ク
ー
ラ
ー
の
使

用
が
増
、
え
る
な
ど
、
電
気
を
は
じ
め
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
増
大
し
ま

す
。あ

な
た
の
ご
家
庭
で
も
、
今
年
の
夏

は
次
の
よ
う
な
工
夫
を
さ
れ
て
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
-
」
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

断熱材をλわると
7S目完売費小節約Zき

え、っ号一一一 (緊抑制引)一一広報

冷
房
温
度
は

お
℃
に
調
節
を

ク
ー
ラ
ー
は
、
家
電
製
品
の
中
で
も

特
に
消
費
電
力
が
多
い
の
で
、
常
に
適

切
な
使
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

O

こ
ま
め
な
混
度
調
節
を
行
い
、
冷
房

温
度
は
二
十
八
℃
以
上
に
。
冷
房
山
岡

度
を

一
℃
上
げ
る
と
、
消
費
電
力
は

約
一
割
節
約
で
き
ま
す
。

O
冷
房
民
中
も
、
す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
を

上
手
に
使
、
え
は
、
冷
房
効
果
を
一
層

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

O
宅
内
の
ほ
こ
り
を
取
り
除
く
エ
ア
フ

p 第 819819号、

あ
な
た
も
登
録
し
ま
せ
ん
か
?

①
ゆ
ず
り
た
い
品

物
が
あ
る
人
は

品
名
、
程
度
、

数
量
、
希
望
価

イ
ル
タ
ー
の
目
づ
ま
り
は
、
冷
房
効

率
が
二
O
%
低
下
し
ま
す
。
月
に

一
、

二
回
は
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
の

効
果
的
な
使
用
を

O
家
族
一
人
あ
た
り
四
O
f
が
、
容
量

の
め
や
す
で
す
。
家
族
数
な
ど
を
考

え
て
選
び
ま
し
ょ
う
。
必
要
以
上
の

大
型
は
、
消
費
電
力
の
ム
ダ
で
す
。

O
置
き
場
所
は
、
直
射
日
光
の
当
た
る

と
こ
ろ
を
避
け
、
壁
か
ら
一

0
セ
ン

チ
以
上
離
し
て
置
き
ま
し
ょ
う
。

O
出
し
入
れ
の
多
い
食
品
は
、
取
り
出

し
ゃ
す
い
よ
う
手
前
に
、
ま
た
食
品

は
詰
め
す
さ
な
い
よ
う
に
。

0
ド
ア
パ
ッ
キ
ン
グ
の
不
良
は
、
冷
却

効
率
を
悪
く
し
ま
す
。
古
い
も
の
は

交
換
し
ま
し
ょ
う。

工
夫
し
て

上
手
な
洗
た
く
を

O

洗
た
く
物
は
、
汚
れ
の
度
合
や
繊
維

の
性
質
で
分
け
、
ま
と
め
て
洗
い
ま

1
)
よ、っ。

O
洗
た
く
時
聞
が
長
い
と
衣
類
を
い
た

め
ま
す
。
汚
れ
や
衣
類
の
性
質
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
大
体
五

i
一
O

分
が
目
安
で
す
。

O
す
す
ぎ
洗
い
の
前
に
脱
水
す
れ
ば
、

す
す
ぎ
時
間
が
短
く
て
す
み
、
水
と

電
気
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

• 
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
引
き
の
結

果
(
取
引
が
成
立
、
不
成
立
に
か
か

わ
ら
ず
)
を
必
ず
生
活
環
境
課
へ
連

ア
レ
ビ
や
電
灯
は

こ
ま
め
に
消
す

O
テ
レ
ビ
や
電
灯
は
、
必
要
な
と
き
以

外
、
こ
ま
め
に
消
す
習
慣
を
つ
け
ま

ーレょ、つ。

O
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ま
ま
で
、
時
計
が

わ
り
に
す
る
の
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

O
け
い
光
灯
は
、
白
熱
灯
に
比

べ
て
四

O

%
少
な
り
電
力
で
、
閉
じ
明
る
さ

が
得
ら
れ
ま
す
。
寿
命
も
長
い
の
で
、

け
い
光
灯
は
お
得
で
す
。

お
風
呂
の

沸
か
し
方
に
工
夫
参
」

O
水
は
、

適
u
一肌
を
午
前
中
に
汲
ん
で
お

い
た
り
、
太
陽
熱
を
利
用
し
、
服
め

て
か
ら
沸
か
し
ま
し
ょ
う
。

O
家
族
が
そ
ろ
っ
て
入
れ
る
時
間
に
沸

か
し
、
あ
ま
り
聞
を
あ
け
な
い
で
入

り
ま
し
ょ
う。

レ
ジ
ャ
ー
・
通
勤
に
は

鉄
道
・
パ
ス
の
利
用
を

マ
イ
カ
ー
は
、

一
人
の
人
を
同
じ
距

離
運

ぶ
の
に
、
電
市
の
七
倍
、
パ
ス
の

五
倍
も
の
多
日
引
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
伐

し
ま
す
。

レ
ジ
ャ

ー
や
通
勤
、
通
学
、
貿
い
物

は
、
な
る
べ
く
鉄
道
や
パ
ス
な
ど
の
輸

送
機
関
や
向
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
連
絡
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
、

今
後
は
「
広
報
う
え
だ
」
に
H

不
用
品

登
録
情
報
u

と
し
て
、
上
表
の
よ
う
-
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あ
な
た
も
登
録
し
ま
せ
ん
か
?

第別
一削
あ
な
た
の
家
庭
や
職
場
に
、
ま
だ
使

間
剛
、
え
る
品
物
が
「
不
用
品
」
と
し
て
眠
っ

年
釦

即
一
極
煙
て
い
ま
せ
ん
か
。
あ
る
い
は
、
安
〈
ゆ

h
闘
円
内
‘

周
明
ず
つ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一

市

は

、

毎

年

三
月
か
.ら
り
五
月
の
資
源

一
活
用
推
進
月
問
中
に
行

つ
て
い
た
不
用

だ
ロ
品
問
の
紹
介

.
あ

つ
せ
ん
を
、

A今
寸
年
か
ら

年
間
を
通
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

えつ-{7)一一一一昭和55年 7月16日 広 報

不周品安合奏

登録情報 (昭和55年7月9日現在)

がま，工業用ミシン，温風ヒ

編機，バイク(125cc)，風呂

ロ
ロロ不用

上
手
に
使
え
ば
、
冷
房
効

あ
げ
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

O
室
一内
の
ほ
こ
り
を
取
り
除
く

エ
ア
フ

ータ一， 7ゲーペット， トラ ク

ター用リヤカー，フルーツ皿

子供用自転車， ベビーベッド，

。ゆずりたい品物，ゆず ってほしい品物がありましたら，生活環
境課生活係 (包⑫4100内線296・有線②0671)へご連絡を。

。ここに掲載しである品物は，登録されている一部です。

①
ゆ
ず
り
た
い
品

物
が
あ
る
人
は

品
名
、
程
度
、

数
量
、

希
望
価

不
用
品
を
年
開
通
し
て
紹
介
し
ま
す

同
軒十日

な
ど
を
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
、
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
登
録
し
て
い
た

だ
い
た
中
で
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の

が
あ
っ
た
場
合
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

人
に
紹
介
を
し
ま
す
。
紹
介
を
受
け

た
人
は
、
不
用
品
登
録
者
と
直
接
交

渉
し
、
価
格
、
取
引
き
方
法
な
ど
を

一
登
録
は
生
活
環
境
課
へ

ゆ
ず
り
た
い
品
物
や
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
品
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
電
話
な
ど

で
お
気
軽
に
、
生
活
環
境
課
生
活
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
き
い

。

不
用
品
の
登
録
を
き
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

洗

2段ベッ ド，オルガン，タン

ス，乳母車，カスレン ジ，

たく機，湯沸器，座卓

ゆ ず り たい品物

ゆずってほしい品物

電 す
気 す
の ぎ
節時
約間
lニカ、
な 矩
りく
まで
すす
。み

*， 
と

は
、
な
る
べ
く
鉄
道
や
パ
ス
な
と
の
輸

送
機
関
や
向
転
ボ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
ョ

④ 
守 fi絡 わ 果紹決
ぺ、iし ら(介め 畠

j広用iて す 取 3て.
j報ロ :< ~ ヲ|受〈 ・

ロロ:1.ごをがけだ
な喜子 :き必成 たさ

jど語い:Z冥AL; 
;で，~青 i 活不

;絹諒; 護ER
:1iユ: 課にき

τ: へかの
連か結

市
民
の
皆
き
ん
か
ら
連
絡
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
、

今
後
は
「
広
報
う
え
だ
」
に

H

不
用
品

登
録
情
報
H

と
し
て
、
上
表

の
よ
う
に

月

一
回
程
度
掲
載
す
る
ほ
か
、
市
役
所

一
階
に
あ
る
「
消
費
者
コ
ー
ナ
ー
」
掲

示
板
で
も
紹
介
し
ま
す
。

山百三一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一-一一一一一一一一一==言==一一=======一==

こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

川

}

一

一

-

毎

年

五

月

五

日

に

行

っ

て

い

る

「

こ

ど

川

切

一

ク

一

る

一

も
ま
つ
り
」
が
、
来
年
で
第
十
回
品

川

」

一

一

一
ま

一
え
る
の
を
記
念
し
て
、
「
こ
ど
も
ま
っ

川

E，，

一

・

一

ー
ー
(

一

一

F
一

h
て

一

り

」
の
ア
イ
ド
ル
マ

l
ク
を
定
め
て
、

つ

一

〆

一

、

足

一

ま

す

ま

す

充
実
し
た
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」

川

t
一

川

一

と

し

て

発

展

す

る

よ

う
、
ア
イ
ド
ル
マ

川

1

1

・
一

ri
一

l
ク
の
作
品
募
集
を
し
ま
し
た
。

川

も

一

f
一

室

内

応

募

作

品

の

ゆ

か

ら

最

優

秀

川

炉

」

一

~

一

作

品

と

決
ま
っ
た
の
は
、
市
内
山
口
に

|

圃

一

-
J
一

お

住

い

の

山
崎
令
子
き
ん
の
作
品
で
す
。

.

一

一

白

馬

に

、

カ

フ

ト

を

か

川

「

'

一

一
ぶ
っ
た
男
の
子
と
女
の
子

i
l
l
-
-

一
が
乗
り
、
そ
こ
に
シ
ョ
ウ

¥
?
/
l
取
苛

U
/

一
プ
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で

• 

¥

¥
い
は
与
、
J

/

一
い
か
に
も
「
こ
ど
も
ま
っ

¥

註

斗

一両
迦
付

d
r
M
Z
F
/

一
り
」
ら
し
い
図
案
で
す
。

戸
喝
胡
町
・
4

胸
腔
」
パ
竹
リ

M
U岬
肱

w
d

(上
図
)

長
M

J
司
副
皿
〕
γ
ヘ
ペ
L
也

情

四

』

こ

の
作
口
聞
を
も
と
に
し

仁
河
句
作
V
嘗

4瑚
謙

譲

掴

ム

晴

川

川

川

幽

一

て
旗
も
作
り
ま
し
た

の
で
、

/
1

機
¥
IC
i
J
…
今
後
「
こ
ど
も
ま
つ
り
の」

/

繭

脚

色

i

d

/

グ
ゲ
/

¥

一

ア
イ
ド
ル
マ
ー
ク
と
し
て
、

/

同

相

前

'

'
-

L

J

f

/
r

t
H
M
M
見

-

/

報

/
空
ー
戸

ltluw

一
み
な
さ
ん
か
わ
い
が
っ
て

/
/
f

ノ
政
治

t
k
¥
¥

一
く
だ
さ
い
。
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市
民
の
祭
り
「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
ま
で
あ
と
十
日
。
七
月
二
十

六
日
出
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
市
内
は
祭
り
ム

l
ド
一
色
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
祭
り
も
、
今
年
で
九
回
目
を
迎
え
、
す
っ
か
り
市
民
の
夏
祭

り
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
本
番
の
二
十
六
日
は
、
思
い
出
多
い
祭

り
と
な
る
よ
う
、
市
民
総
参
加
で
夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ

λ
J

。

号-

あ
な
た
も
登
録
し
ま
せ
ん
か
?

①
ゆ
ず
り
た

い
口問

物
が
あ
る
人
は

品
名
、
程
度
、

数
量
、
希

819 第

円、

E
a
-
-E
事

-
1

・1
‘.‘晶

七
月

一
日
か
ら
始
ま
っ
た
各
連

(
踊

り
連
、
み
こ
し
速
、
太
鼓
連
)
の
A

申
し

込
み
受
付
は
、
こ
の
十
六
日
で
締
切
ら

れ
ま
す
。
本
番
ま
で
あ
と
十
目
。
申
し

込
み
を
さ
れ
た
各
連
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本

番
に
備
え
、
毎
日
練
習
に
余
念
が
な
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
は
、
市
民
み
ん

な
の
お
祭
り
で
す
。
次
の
こ
と
に
協
，
ヵ

し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
夏
の
祭
り
に

、しま
1
レよ
、っ。事

務
所
開
き
は

事
務
所
聞
き
は
、
七
月
二
十
一
日
開

午
後

一
時
か
ら
上
田
商
工
会
議
所
二
階

で
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
所
聞
き
が
す
む
と
、

「
上
回
わ

っ
し
ょ
い

」
の
事
務
は
、
す
べ
て
こ
の

事
務
所
で
行
い
ま
す
。

電
話
は
、
⑮
0
7
2
0
番
で
す
。

七
月
二
十
三
日
嗣
は
、
「
連
」
会
議
。

「
踊
り
連
」
の
出
発
位
置
、
注
意
事
項

な
ど
こ

の
会
議
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(申
し
込
み
を
さ
れ
た
連
に
は
、
追
っ

て
通
知
し
ま
す
)

当
日
は

当
日
は
、
午
後
五
時
か
ら
同
七
時
三

十
分
ま
で
、
「
み
こ
し」

の
時
間
で
す
。

午
後
七
時
四
十
五
分
か
ら
同
九
時
四

十
五
分
ま
で
は
、
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い

-

a.，

t
 

④ 
果紹 決
( 介め
取をて
引受〈
カt け た
成たさ
立人い

は
不
成 取
立引
に き
か の
か結

の
踊
り
で
す
。

本
部
は
、
上
回
商
工
会
議
所
前
に
設

け
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、
け
が
、
急
病

人
な
ど
は
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

例
年
、
迷
子
が
多
く
出
ま
す
。
お
子

さ
ん
か
ら
目
を
は
な
さ
な
い
玄
く
だ
さ

い
。
万
一
、
お
子
き
ん
が
迷
子
に
な

っ

た
時
は
、
本
部
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い。

踊
り
が
始
ま
る
と
、
呼
び
出
し
な
ど

の
放
送
時
聞
が
と
り
に
く
く
な
り
ま
す

の
で
、
小
き
な
お
子
さ
ん
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ル
が

i
シ
l
卜
も

原
町
の
ユ
ニ
!
と
上
田
信
用
金
庫
前

に
、
体
の
不
自
由
な
人
の
席

(
シ
ル
バ

ー
シ
ー
ト
)
を
設
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

ご
利
用
く
だ
き
い
。

中
央
交
差
点
付
近
は
、
例
年
混
雑
し

ま
す
。
お
年
寄
り
、
子
供
づ
れ
の
人
は
、

で
き
る
だ
け
こ
の
辺
を
避
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

空巣に

ご注意/

__J 

ヲ

hv

一戸

1ν

け

度

ま

か

一
め

で

、っ

か

四

に

も

確

一

り

'

を

。

一

祭

に

り

う

一

お

前

締

よ

叫

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
連
絡
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
、

今
後
は

「広
報
う
え
だ
」

に
H

不
用
品
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治
A
q

滋
m唱
相
川
制
刷

NMm

午

後

5
時
j

U
時
初
分

第一

当

日

は

、
午
後
五
時
か
ら
同
卜
時
三

一
十
分
ま
で
、
お
祭
り
広
場

へ
+
阜
の
乗
り

一

入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
く

別
刷
だ
さ
い
。

山
酬
こ
の
禁
止
に
よ
り
、
周
辺
道
路
も
交

問
州
通
が
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
、
野
察
、
交

B
H令
iw

間
以
通
安
全
協
会
以
、
交
通
指
導
員
の
指
示

一

に
従
っ
て
く
だ
さ
い

た

，、
ス
イ亭 i 
fヨぐ
移 i
動 j

し ;
ま J

す j

え

タ
ク
シ

ー
乗
場
は
:

タ
ク
シ
ー
来
場
も
、
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
、
西
武
上
回
庖
筋
向
か
い
の
上

小
燃
料
前
へ
移
り
ま
す
。

交
通
規
制
解
除
の
午
後
十
時
三
十
分

か
ら
は
、
上
田
駅
前
へ
も
ど
り
ま
す
。

現
場
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

。

駐
車
場
が
不
足
し
ま
す
j
j
e

お
ま
つ
り
広
場
に
近
い
駐
車
場
は
、

わ
ず
か
し
か
収
容
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

付
近
の
道
路
は
駐
車
禁
止
に
な
っ
て
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
パ
ス
、
電
車
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

。
お
祭
り
が
終
る
と
西

武
上
田
庖
前
か
ら
臨
時
パ
ス
が
で
ま
す
。
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ららしつけか安全は家庭の中か

8月17日

運動の重点
1. 歩行者， 自転車利用者(特に老人と子供)を

守ろう 。

2. 夏休み中も交通事故にあわないように一一

3. 海水浴の行き帰りには特に気をつけて一一

4. 夏祭り，お盆などでお酒を飲んだら運転し

ない。

7月26日~

旧
陸
海
軍

よ山川=一==-一一一一一=====一==一一一一一====一

肌
川
納
税
組
合
連
合
会

ι

時

一

新

役

員

決

ま

る

も

必一
U

は

川

l
会
長
に
荻
久
保
さ
ん

l

埠

川

川

こ

の

ほ

ど

五

十

五

年

度

納

税

組

合

連

会

長

に

は

、

荻

久

保

今

朝

平

さ

ん
(
下

，

H

ロ
E

の
役
員
の
皆
き
ん
が
、
左
表
の
と
常
国
)
が
三
期
連
続
し
て
決
ま
り
、

一

き

ル

川

す

一

へ

川

お

り

決

ま

り

ま

し

た

。

年
間
ご
苦
労
い
た
だ
き
ま
す
。

1
)

一

川

出

に

ト

川

略

の

め

ル

州

防

ド

え

べ

川

悦

一

控

ト

州

ピ

は

一

ス

ド

シ

う

川
川
薄

川
名目貝役

A
Q
宮合連合同

a
e耳税納

ド」ス5. 

6. 

S園

いねむり運転での衝突事故

55年度

地区名 納税組合名 氏 名 地区名 納税組合名 氏 名
東 O 踏 入 東部 木次 昇 )11 165 上田原宮本 *松崎捨太郎

11 中常国第 1 坂井太賀美 176 下之条中組第l 中村広二郎
昔日 19 下常国第 4 。荻久保今朝平 辺 183 神畑本村第2 寺島敏光

中 32 横町 上 町 阿部 一男 神 200 大 屋 坂田堅一

41 上 紺屋町 林 重正 )11 210 下 堀 山辺利之

央 47 北大手第 3 0大井 昇 泉 219 上半過第 2 石井茂永

~t 56 回 町 清水平八郎 228 福田第 3 小胎公史

60 上川原柳第4 会樋口 広 回 233 古吉町 0清水徳男

音1¥ 72 下房 山西部 今井 一郎 神 247 野 竹 中曽根幸雄

西 86 新 屋 西部 堀内真太郎 252 染屋第 2 塚田基男

88 緑が 丘西 塚本 章 科 257 長 島 草野彰夫

部 93 常磐 町 近藤庄一郎 5珪Z量 268 中吉田第 1 桜井左右ー

城 100 牧 清水輝夫 殿 281 下 郷 第 2 金子一郎

118 御所 第 5 小坂井輝雄
塩

324 中組馬場第 1 西川 正

トー 下 124 柳 堂第 1 中沢耕造 360 下之郷第 7 会 斉藤秀夫

塩 142 塩尻第 3 小林善一 433 八木沢第 5 0藤沢酒造男

154 塩 尻第 14 川合 蔵人 455 手塚金井 金沢継人

」尻 158 塩尻第 18 本道卯八
田

484 別所東町 網野弥蔵

.，
 

市
場
」
と
題
し
て
、
左
記
に
よ
り
新
鮮

な
野
菜
の
産
地
直
産
版
売
会
を
聞
き
ま

す
。
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
お
で
か
け
く
だ

の
いや
業
所
を
対

象
に
、
ん
仲
川
勤
労
統
計

調
笠
特
別
調
査
を
行
い
ま
す
.

こ
の
調
査
は
、

一
人
か
ら
二
十
九
人

女=監事0=副会長。=会長
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え

住
宅
金
融
公
庫

財
形
住
宅
融
資

、「
Jl

住
宅
金
融
公
庫
で
は

財

形
貯
蓄
を

J
L
三
年
以
上
し
て
い
て
、
そ
の
残
高
が
五

一
十
万
円
以
上
あ
る
勤
労
者
を
対
象
に
、

一
財
形
住
宅
融
資
の
申
し
込
み
受
付
け
を

一
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
融
資
は
、
公
庫

ト

の
一
一
般
個
人
住
宅
融
資
な
ど
と
併
せ
て

凶
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
川
受
付
け
期
間

五
十
六
年
二
月
二
十
八

年

日

出
ま
で
。

p
h
d
 

柿
融
資
額

:
財
形
貯
蓄
残
高
の
三
倍
(
一

昭

千

五
百
万
円
が
限
度
)

一
利
率
・
:
年
八

・
八
八
%
(
こ
の
金
利

一

は

、
五
十
五
年
六
月

一
日
現
在
の
金

川

町

利
で
す
が
、
今
後
の
金
融
情
勢
の
変

↓

動

に

よ

り

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

11・
、.

す
)

返
済
期
間
:
新
築
住
宅
①
木
造
二
十

五
年
以
内
②
簡
易
耐
火
構
造
i
三
十

年
以
内
③
耐
火
構
造
|
三
十
五
年
以

内
。
中
古
住
宅
l
二
十
年
以
内
。
住

宅
改
良

十
年
以
内
。

お
閉
会
わ
せ
・
:
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機

関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
。

市
霊
園
の

使
用
希
望
者
を
募
集

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
7

上
田
市
霊
園
で
は
、
使
用
希
望
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
期
間
は
、

七
月
二
十
三
日
附
か
ら
七
月
二
十
五
日

幽
ま
で
で
す
。
こ
れ
以
後
の
申
し
込
み

は
受
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
広
報
う
え
だ
「
七
月
一

日
号」

ま
た
は
自
治
会
回
覧
文
書
を
ご

覧
ぐ
だ
さ
い
。

旧
陸
海
軍

看
護
婦
の
皆
さ
ん

ご
協
力
を

社
会
課
社
会
係

官。4
1
0
0
内
線

3
7
8

も
と
陸
海
軍
看
護
財
で
あ

っ
た
皆
さ

ん
の
履
歴
資
料
や
各
種
記
録
は
、
戦
災

や
終
戦
の
出
乱
な
と
の
た
め
、
現
在
、

国
に
も
地
方
公
共
団
体
に
も
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
そ
の
実

態
を
調
査
し
、
国
の
資
料
と
す
る
た
め

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
対
象
・
・
・
も
と
陸
海
軍
の
病
院
な

ど
で
看
護
婦
長
、
看
護
婦
、
看
護
婦

生
徒
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
方
。
た

だ
し
、
日
本
赤
十
字
社
の
放
談
看
護

婦
と
し
て
の
勤
務
期
間
だ
け
の
方
、

及
び
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
方
は
除

き
ま
す
。

調
査
方
法
・:
調
査
察
が
、
市
役
所
一
階

社
会
課
(
窓
口
十
番
)
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
も
ご
足

労
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
・
・
・
八
月
末
日
ま
で
。

ス
イ
カ

ご
協
力
く
だ
さ
い

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査

企
画
調
整
課
統
計
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
2
8

の
事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統
計

調
盆
特
別
調
丘
を
行
い
ま
す

こ
の
調
査
は
、
一
人
か
ら
二
十
九
人

規
模
事
業
所
に
お
け
る
穴
金
、
労
働
時

間
、
雇
用
の
実
情
な
ど
を
調
べ
、
こ
こ

に
働
く
人
達
の
諸
施
策
の
基
礎
資
料
に

す
る
大
切
な
も
の
で
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
い
事
業
所
に
は
統

計
調
査
員
が
お
訪
ね
し
ま
す
の
で
、
ご

多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
調
査
の

重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
し
た
内
容
な
ど
に
つ
い

て
は
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
対
象
地
域
・
:
下
塩
尻
全
部
、
上
塩

尻
一
部
、
下
堀
全
部
、
上
堀
全
部
、

松
尾
町
一
部
。

労
働
省
で
は
、
本
年
七
月
三
十
一
日

現
花
で
、
常
用
労
働
者
二
十
九
人
ま
で

市
場
」
と
題
し
て
、
左
記
に
よ
り
新
鮮

な
野
菜
の
産
地
直
産
販
売
会
を
開
き
ま

す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
で
か
け
く
だ

さ
い
。

と

き

・
:
八
月
十
日
州
、
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
(
雨
天
決
行
)

と
こ
ろ
・:
上
田
市
農
協
上
回
事
業
所
駐

車
場
。

主
な
販
売
品
・
・
・
各
種
野
菜
、

花
な
ど
。

ー
野
菜
の
産
直
販
売
会
|

青
空
市
場
を

開
催
し
ま
す

上
田
市
農
業
背
年
会
議
で
は

「
背
空

今月の納税

第2期固定資産税

〈収税課宮⑫4100内線241・有線②0691>

固定資産税第 2期分です。今月の納税は，

納期内には必ず納入されますよう，

ご協力ください。

税金は，

7月31日闘です。

納税で市民みんなが

市政に参加

今月の納期限は，
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を
次
に
よ
り
'
行
い
ま
す
時
川
は
い
す

れ
も
午
後
-
時
二
一卜
分
か
ら
-
一時
三
卜

分

ゆ

f
位
以
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

L
 

三歳児健康
診査日程表

え号一一一 (21111出引)一一 広 報 う

乳幼児健康診査日程表

819 戸部k

身
障
者
の
皆
さ
ん
へ

制
航
空
旅
客
迷
貨
の

県
総
合
健
康

セ
ン
タ
ー
の

受
診
者
を
募
集

保

有宮健

線?T
② 12 
o 9訴

ヲ oi呆

i耕
8 
8 

2 
8 
9 

堀

内

統
さ
ん

害
者
で
左
表
の
等
級
以
上
の
入
。
あ

ら
か
じ
め
、
福
祉
事
務
所
長
か
ら
割

引
き
刈
象
者
で
あ
る
旨
の
証
明
印
を

手
帳
に
受
け
て
く
だ
さ
い

。

る
人
で
左
表
の
人
。

手
続
き
方
法
・
:
戦
傷
病
者
手
帳
、
印
鑑

を
持
参
し
、
H

門
会
ぷ
{窓
川

l
E伶
」
で

あ
ら
か
じ
め
、
手
帳
に
割
引
き
対
象

と

き

・
:
八
月
八
日
側
、
午
後
一
時
か

ら
同
三
時
。

と
こ
ろ
・
:
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

対
象
者
・
:
原
則
と
し
て
小
学
校
五
、
六

な
ど
正

定

員

:
三
十
名

訓
練
期
間
・
:
八
月
二
十
七
日
制
l
十
一

月
十
五
日
j
o
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品目
日
百
件

し
ま
す

'v桜
自
治
会
長

@
6
1
1
0
 

1
 

1
 
f
 

:n 
航

書日空身
引旅障
き客者
制巡合
度貨き
がの 7
拡ス
大

第一

福

祉

課

福

祉

係

一

宮

⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3
・3
7
5

川
川
叩
従
米
、
身
体
附
在
者
手
帳
の
交
付
を

山
一
山
長
け
て
い
る
尚

1
二
級
以
上
の
第

一
一問

。ι山
民

町
一
四
身
体
附
山
内
朽
の
併
さ
ん
が
、
介
識
者
と

仰
れ
と
も
に
、
ま
た
は
一
人
で
旅
行
す
る
場

べ
合
、
同
内
の
航
空
旅
客
巡
れ
が
割
引
か

一
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
第
二
種

-
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
も
適
用
さ
れ

だ

る
こ
と
に
も
り
ま
し
た
。

、
ぇ
適
用
範
囲
・
:
身
体
陀
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
尚
十
二
歳
以
上
の
身

体
附
主
者
の
う
ち
、
第
二
日
刊
身
体
障

一(13)- 一 昭和55年 7月16日 広報う

障 害の 等級

4級

4級

3級

分

三五
Eコ

ヨ正
口

平衡機能障害

音声機能または言語
機能の障害

区

障

障

グ)

党

覚

ヨョこ
口F軍

視

聴

3級

ぬi

内

統
さ
ん

--

Z
者
て
左
・
亥
の
等
級
以
上
の
人

u

あ

ら
か
し
め
、
福
祉
事
務
所
長
か
ら
割

引
き
対
象
荷
で
あ
る
旨
の
証
明
印
を

予
般
に
受
け
て
く
た
さ
い

劃
引
き
額

:
普
通
大
人
片
道
連
日
の
ニ

五

%
。

戦
傷
病
者
の
皆
さ
ん
へ

航
空
旅
客
運
賃
の

割
引
き
制
度
が
で
き
る

社
会
課
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

戦
傷
病
者
の
皆
さ
ん
が
、
介
護
者
と

と
も
に
、
ま
た
は
一
人
で
旅
行
す
る
場

合
、
圏
内
の
航
空
旅
客
運
貨
が
、

二
五

%
割
引
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詰
当
者
・
:
戦
傷
病
者
手
帳
を
受
け
て
い

4 級

複
害能障音声ま

平 休 下 上 聴 視 障

衡 幹 し し
メ口入

fニ 機 体 体
A見且， A見且， ヨEコz 

l土 4円ABi，Z 不
不 、不

障 障 障 区

機圭ロ五ロ
障 自 自 自

霊EコZ ヨEコ三 由 由 由 量Eコ三 害 分

イ記i害障
症特項 症特項 症特項

入る護者介必をlこグ〉

準ず合総 " " 第 第 第

る4度:lf_ 四 一
症項四

要

症項 症項 すとカ、

症特項 症特項
第 第

五項症第
戦

症項匹l
症五項

i弘司

病

第 第 第 者
四

第

症項 症工頁 症項 症項
の

み

し体不自由(下し

宮

はべ
物
を
取
る

と
で
す

具
体
的

る
人
て
左
表

の
入

手
続
き
方
法
:
・
戦
傷
病
者
手
帳
、
印
鐙

を
持
参
し
、

H
H
九

五

川

容

川

添

で

あ
ら
か
し
め
、
手
帳
に
割
引
き
対
象

者
で
あ
る
じ円

の
証
明
印
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

「
親
と
子
の
消
費

生
活
教
室
」
を
開
催

県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
⑮
0
9
9
8
⑫
8
5
1
7

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
親

子
で
商
品
の
選
び
方
な
ど
を
一
緒
に
勉

強
す
る

「
親
と
子
の
消
費
生
活
教
室
」

を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

こ
の

機
会
に
、
親
子
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ

、『
ノ
。

•• と

き

・
八
月
八
日
倒
、
午
後
-
時
か

ら
同
三
時
。

と
ニ
ろ
:
上
回
消
校
生
活
セ
ン
タ
ー

対
象
者
・
:
原
則
と
し
て
小
学
校
五
、
六

年
生
で
、
親
子
同
伴
。

定

員

・
:
七
十
名
程
度
。

申
し
込
み
方
法
・:
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
、
学
校
名
、
学
年
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
先
・
:
〒

3
8
6

上
田
市
材

木
町
一
|
二

l
」ハ
上
回
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

上
田
技
術
専
門
校
の

各
種
訓
練
生
を
募
集

上
田
技
術
専
門
校
で
は
、
各
種
訓
練

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
上
回
公
共
職
業
安
定
所

(
宮
⑫
6
3
6
3
)
に
お
申
し
込
み
く

だ
き
い
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

V
和
文
タ
イ
プ
科

対
象
者
・
・
・
女
子
。

定
員
・
・
・
十
五
名

G

訓
練
期
間
:
・
八
月
十
八
日
川

i
十

一
月

十
八
日

ω。

内

容

:
・
和
文
タ
イ
プ
、
珠
算
及
び
簿

記
な
ど
。

募
集
締
め
切
り
・:
八
月
十
二
日

ωo

v木
材
工
芸
科

対
象
者

六
十
歳
ま
で
の
中
高
年
齢
者

な
と
。

定
員
・
:
三
卜
名
。

訓
練
期
間
:
・
八
月
二
十
七
日
附
1
十
一

月
十
五
日

ω。

内

容

:
木
彫
・
木
工
芸
品
製
作
に
必

要
な
技
能
な
ど
。

募
集
締
め
切
り
・
:
八
月
二
十
日
制
。

V
編
物
科

対
象
者
・
・
・
女
子
。

定

員

・
:
十
五
名
。

訓
練
期
間
:
・
九
月
二
日

ω
i十
二
月
五

日
制
。

内

容

・
機
搬
編
の
基
礎
的
技
能
な
ど

募
集
締
め
切
り
・
・
八
月
二
十
七
日
附
。

犬
害
防
止
に
ご
協
力
を
|

ポ
ス
ト
マ
ン
が

一
か
月
刊
件
も
被
害

信
越
郵
政
局
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と

配
達
途
中
の
犬
に
よ
る
被
害
は
、
長
野
・

新
潟
両
県
で
一
か
月
約
五
十
件
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
こ
家
庭
で
は
、

た
と
え
宅
地
内
で
も
、
犬
は
郵
便
受
利

か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
お

と
な
し
い
犬
で
も
季
節
に
よ
り
、
突
然

郵
便
外
務
員
に
か
み
つ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

郵
便
外
務
員
の
被
害
防
止
に
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
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緑
化
木
見
本
園
が
完
成

上
回
公
圏
内
に
約
卯
種
で

こ
の
ほ
ど
、
上
回
公
園
内
に
緑
化
木

見
本
閣
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

上
田
市
森
林
組
合
、
川
東
森
林
組
合
、

行
木
村
森
林
組
合
が
緑
化
運
動
の
一
環

と
し
て
、
上
小
地
方
事
務
所
、
上
回
営

林
署
な
ど
の
協
力
を
得
て
造
園
し
、
上

田
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

上
回
城
西
櫓
の
西
側
、
約
四
百
五
十

平
方
れ
の
敷
地
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ム
ラ

サ
キ
シ
キ
ブ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
庭
木

類
八
十
四
種
を
植
え
、
周
囲
に
も
ド
ウ

ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
生
垣
顎
七
種
を
植
、
え

で
あ
り
ま
す
。
植
え
ら
れ
て
い
る
緑
化

木
は
、
す
べ
て
上
団
地
方
で
育
つ
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
緑
化
木
に
は
名
札
が

つ
い
て
お
り
、
圏
内
に
は
自
由
に
入
れ

ま
す
。

最
近
は
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
庭
づ
く

え号一一一(器?絡協号)一一一広報う-第 819
8月1日

り
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

見
本
国
は
緑
化
に
対
す
る
関
心
と
知
識

を
一
層
高
め
る
た
め
に
大
い
に
役
立
つ

ほ
か
、
小
中
学
生
の
理
科
の
勉
強
に
も

最
適
で
す
。

ま
た
、
大
勢
の
人
に
見
て
い
た
だ
く

た
め
、
場
所
を
山
間
部
で
な
く
、
上
回

公
園
内
に
設
け
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

方
が
一
人
で
も
多
く
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
見
本
国
を
管
理
す
る
市
民
会
館

公
園
管
理
事
務
所
で
は
、

「上
田
市
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
上
回
城
跡
公
園
の
新
し
い

魅
力
の
一
つ
と
し
て
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
、
緑
あ
ふ
れ
る
街

っ
く
り
に
役
立
た
せ
た
い
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

さっそく圏内を観覧する石井市長

上
田
市
は
、
千
闘
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら

の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

て

か

ら

だ

を

き

た

え

、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

姉
妹
都
市
提
携
記
念

鎌
倉
の
物
産
と
観
光
展

昨
年
、
上
田
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を

し
た
鎌
倉
市
が
、
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」

が
行
わ
れ
る
七
月
下
旬
、
物
産
観
光
展

•• 
鎌倉市の市章

を
開
催
し
ま
す
。

有
名
な
鎌
倉
彫
り
を
は
じ
め
、
海
産

物
な
ど
を
即
売
す
る
ほ
か
、
八
百
年
の

歴
史
と
文
化
の
様
子
を
一
堂
に
展
示
し

ま
す
。
鎌
倉
市
を
知
る
よ
い
機
会
で
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
多
数
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。

と
き
:
・
七
月
二
十
五
日
幽
か
ら
二
十

七
日
川
ま
で
の
三
日
間
、
。

と
こ
ろ
・
:
海
野
町
会
館
。

作)

37) 

24) 
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